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乱数 聴覚刺激 :見本合わせ (以下 MTS)採用
の見本刺激として2つの弟なる r音色｣カテゴリ
ーに属する 40個の持続守｡視覚刺激 :MTS王果
題の比較刺激として r青色｣｢発色｣の2色｡
重盗皇 被験体が訓練を受けた視用は聴兜-視覚
の異感覚様相間MTS毘栗田｡見本刺激として2つ
のカテゴリーのどちらか一方に属する聴覚刺激が
提示され､正しく組み合わせ られた比較刺激を選
択することによって､強化を受けた｡
結果 現在まで､本校屈習得のための行動形成
に多くの時間を割き､カテゴリー化の能力につい
ては十分なデータが得られていない｡霊長類では
聴覚刺激の刺激制御力が′J､さい可能性もあり､本
実験を続けるとともに､他の手続き (感覚性強化
等)を用いてカテゴリー化の能力の検証を試みる｡
ー131-
